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〒102-8246 東京都千代田区九段北3-1-1
8國神社崇敬奉賛会事務局 電話03－3261－8143

8國神社崇敬奉賛会では、英霊慰霊顕彰の機運を次の世代に継承することを目的として、第14回
『英霊慰霊顕彰勉強会』を下記の通り開催いたします。皆様のご応募を心よりお待ちしております。

領土・教育問題と;國神社
;國神社崇敬奉賛会主催　第14回公開講座「英霊慰霊顕彰勉強会」

領土・教育問題と;國神社

山谷えり子（やまたに　えりこ）
昭和25年東京都生まれ。出版社
勤務を経て、ラジオ・雑誌・新聞
の特派記者として渡米、家族・教
育・生活問題などを取材する。平
成12年に衆議院議員、平成16年
に参議院議員初当選。以降内閣府
大臣政務官や内閣総理大臣補佐官を歴任。現在自由
民主党ＳＣ内閣府担当大臣、国家公安委員長、拉致
問題担当大臣。主な著書に『日本よ、永遠なれ』
（扶桑社新書）、『走りつづけて』（ニッポン放送出版）、
『人生について、父から学んだ大切なこと』（ＰＨＰ
文庫）などがある。

山本皓一（やまもと　こういち）
昭和18年香川県生まれ。日本大学
芸術学部写真学科卒業。出版社の
写真記者勤務を経てフリーのフォ
トジャーナリスト。海外のルポ取
材が多く、秘境や国際事件をカバ
ーし、国内外のメディアで発表を
続けている。近年はアジア諸国を取材。「日本の国
境」シリーズでは20数年にわたって、北方領土、尖
閣諸島、竹島など全島を上陸取材。日本戦略研究フ
ォーラムなどの機関誌にも寄稿。テレビ討論やドキ
ュメンタリーのレポーターとして出演。第36回講談
社出版文化賞受賞。近著に『日本の国境を直視する
①尖閣諸島』『同続編の②竹島・北方領土』（KKベス
トセラーズ）、『日本人が行けない日本領土』（小学館）、
『誰も見たことがない日本の領土DVD』（宝島社）な
ど多数。日本写真家協会会員、日本PENクラブ会員。

講師紹介講　　師 参議院議員 山　谷　えり子　氏

フォトジャーナリスト 山　本　皓　一　氏
総括・進行 日本文化総合研究所代表 高　森　明　勅　氏
日　　時 平成25年1月26日（土）午後1時～同4時
会　　場 1國教場「啓照館」（境内相撲場脇）

■募集人員■

先着
200名
■参加費■

無　料

募集締切 平成25年1月19日（当日消印有効）
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◆申込方法◆

往復葉書に必要事項（青字部分）をご記入の上、当会事務局宛に
お申し込み下さい。折り返し『聴講券』を交付します。

102-8246
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